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Recovery plant of nitric and bydrofluoric acids, and pickling wastewater treatment plant
have been installed to the pickling factory of stainless steel. The recovery plant of pickling

waste acid by diffusion dialysis recovers free nitric and bydrofluoric acids
from the waste

acid and provides with follo∇ing advantages ; 1) saving makeup acids, 2) saving nentralizing

chemicals, 3) reduction of sludge disposal and 4) reduction of discharged nitrogen. The pickl-
ing

wastewater containing
NO2‾ is treated favorably with the oxidation-coagulation-sedimen-

tation process.
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●

ま え が き

金属表面処理の一工程として,酸洗は広く用いられてい

る.ステンレス鋼の製品化においても,表面の酸化スケ-

ルを除去するために,硫酸,硝酸,ふっ酸や,これらの混

酸による酸洗が行われている｡酸洗工程では,秩,ニッケ

ル,クロムなどの金属が酸洗液に溶解し,その酸洗能力を

低下させるので,酸洗能力維持のために全量又は一部を廃

酸として排出し新酸を補給する必要がある｡この廃酸に

は,遊離の酸と金属塩が多量に含まれており,その中から

酸を安価に回収し再利用することは,省資源および環境対

策の両面から重要である｡当社は,特殊鋼の国内大手メー

カであるA社のステンレス鋼用酸沈設備の新設に際し,紘

散透析法による硝ふっ酸回収設備と酸洗排水処理設備を納

入したので,その概要を次に報告する｡

1. ステンレス銅材用酸洗設備の概要
従来,薄板以外のステンレス鋼材の酸洗工程は,酸洗槽

と水洗槽をならべ,鋼材を順次回分式に浸せきする国分式

酸洗設備が一般的であった｡しかし最近は,設備連続化へ

の技術上の問題点を解決し,酸洗工程の合理化と品質の向

上および均一化のために,連続酸洗設備を導入する方向に

あるo 第1図に,一般的なステンレス鋼用連続酸洗設備の

概略工程を示す｡各種ステンレス鋼材は,熱延-焼鈍(普

たは水鈍) -矯正-ショットブラスTlの各工程の後,鋼種

および形状により決められた酸洗条件のもとに,酸沈設備

で酸化スケー/レが除去される｡連続酸洗設備では,被処理

材をローラ上を移動させながら,上下スプレーで酸洗およ

び水洗などの=程を連続的に行う｡酸洗i夜としては,加温

された硫酸と硝,S､つ酸が,中和剤としては苛性ソーダが一

般的に用いられている｡

2.硝ふっ酸回収プロセス

現在実用化されている硝ふっ酸回収プロセスは種々あ

り,膜法と溶媒抽出法に大別される｡溶媒抽出法には,ふ

っ酸の回収率は比較的低いが,硝酸を高率で回収する日新
プロセス(TBP法)と鉄抽出によりふっ酸の回収率も高

くした川鉄プロセス(D2EHPA＋TBP法)がある｡いず

れも硝酸の回収率ほ95 %程度と高いが,酸回収設備が複

≡経で設備費も高くなる.膜法には,陰イオン交換膜を利用

し安価に廃酸中の遊離酸のみを回収する拡散透析法と,負

近注目をあびているバイポーラ膜を利用した,廃酸中の遊

離酸と金属塩より硝酸とふっ酸をより高効率で回収でき

る AQUATECH Systeml)がある｡

硝ふっ酸回収プロセスのなかでは, ≡拡散透析法が比較的

経済性の高いプロセスである｡しかし,金属塩の含有率が

高く,遊離酸が少ない廃酸に対しては,酸回収率が低いた

め,窒素の放流規制を満足しない地域もあり, AQロA-

TECH Systemなどの適用が必要となる｡

拡散透析法の特長を次に示す｡

(1)廃酸中の遊離酸のみを回収対象としている｡そのた

め金属塩の壊度が高く,遊離酸濃度が低い場合は酸回

収率が低くなる｡

(2)遊離硝酸の回収が容易であるので,排出窒素負荷を

比較的安価に低減することができる｡

(3)設備スペースが少なくてよい｡

(4)省エネプロセスで,運転も容易である｡

(5)設備実額が他プロセスに比べ多い｡
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第1図

ステンレス鋼用達統酸洗

設備概略⊥程
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3.拡散透析法の原理

拡散透析法は膜分離技術の一つで,液の譲度差を物質移

動の駆動力とし,膜の持っている選択透過性を利用して溶

液中の物質の分離を行う方法である｡第2図にその原理を

示す｡

陰イオン交換膜は膜自体に陽電荷を持ち,金属塩などの

陽イオンはほとんど透過させないがE'イオンは通しやす

いという特性がある｡この陰イオン交換膜を隔膜として,

硝酸,ふっ酸およびそれらの金属塩を含有した廃酸を透析

室の下部より上向流で入れ,水を拡散窒の上部から下降流

で流すと,廃酸と水の濃度差により陰イオンのNO3‾,
F‾

は膜を通過して拡散する｡一方,陽イオンの
Fe8十, Ni2→-,

Cr8'などの金属イオンは陰イオン交換膜の正電荷により

反発され,通りやすいH＋のみ優先的に膜を透過し,水側

にfINO3やHFを回収する｡水と廃酸は向流で接触する

ため,膜全体で効率よく拡散透析が行われ,最も酸濃度が

高くなる透析槽下部より回収酸を取り出す｡一方,上部か

らは遊離酸を回収し低濃度の酸と金属塩廃液を透析廃液と

して取り出す｡

拡散透析槽での溶質の移動量は次式で示される｡

w-Uo･A･JC

ここに, W:単位時間あたりの溶質移動量(mol/也)

U｡
:総括透析係数(mol/h･m2･(mol/e))

A :有効膜面積(m2)
AC :膜の両側の平均濃度差(mol/e)

JC -

en((?6:f6)df/ccoo
}

ここに, Cll:廃酸中の溶質濃度(mol/e)

Cd :回収酸中の溶質壌度(mol/e)
Co

:透析廃液中の溶質濃度(mol/e)

Di】ute､､'aste acid 迦ユ

Co (mol/A)

Qo (且/h) ()町川/h)

A

-･-------十･･････ナ･1I

Fe:',:, 1Ti2卜,Crコ

Acid十Sal.t

～

l

l

l

>l:
】

1

1

※り:;‾‾, F

Aci(I

1Taste
<,1Cid

Reco＼,er)'acid
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A : Anior】 selective membraI】e

第2図 拡散透析の原理

Fig. 2 Prir)ciple of difftlSion dialysis

の増加がみられ,塩漬度が高くなるとITVは正となり,逮

析廃液が増加し,回収酸が減少する｡

拡散透析の性能を示す,回収酸への酸回収率,塩の移動

率は次式で示される｡

回収率ニーCcdf.'QQ:×100 (%)

4.梢ふっ酸回収設備

4. 1設備仕様

A社に納入した,拡散透析法による硝ふっ酸回収設備の

概略フローを第3国に示す｡また,設備のマスバランスを

また,総括透析係数Uoは,膜内の拡散抵抗Unlと膜-
第4図に示すo設備の主な仕様は次のとおりである｡

′
/

液境界層の拡散氏抗Ueと次の関係にある.

ulo
-

ull-1
＋

VIE

次に拡散透析槽での溶媒(水)の移動量は次式で示され

る｡

Iv,,-Ow-D甘

ここに, ITV:廃酸側ヘの水の移動量(e/h)

01V
:浸透圧差による浸透水量(e/h)

D､､∴溶質拡散に伴う拡散水量(♂/h)

拡散水量は,酸の移動量に伴って多くなるので,廃酸の

酸濃度が高くなると多くなる｡膜を介しての浸透圧差は,

廃酸の塩濃度が高くなるはど大きくなり,浸透水畳も多く

なる｡一般にほ,酸と塩を含む溶液の場合,塩洩度が低い

場合にはⅠ∇は負,すなわち透析廃液液量の減少,回収酸

1)計画基準

廃酸処理量

稼動時間

廃酸中の遊離酸

遊離酸回収率

鉄イオン除去率

廃酸排出温度

2)主要設備仕様

拡散透析槽

廃酸貯槽

回収酸貯槽

多一段フィルタ-

379 ♂/也(200 m3/month)
24 h/dx22 d/month

2.02 N

77.5 0/o 以上

90% 程度

60 oC 以下

徳山曹達(秩)製 TSD-50-720

陰イオン交換膜 ネオセプタAFN

有効面積

FRP製

FRP製

PVC製

360 m2

10m3×3槽

30m3×1槽

700少×7.段×(1＋1)塞

チェックフィルター

PVC製1′∠×12本入×(1＋1)塞

水チェックフィルター

PVC製 5｡"×12本入×(1＋1)基
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第3図

柄ふっ酸回収設備フローシート

Fig. 3

Scbematic diagram of recovery

plant of HNO3･IIF waste acids
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写真1 拡散透析前処理設備

PI10tO･ 1 Pretreatme□t facility
of

diffusion dialysis

各中継タンク

架台寸法

4. 2 設備概要

FRP製 0.2m3×4槽

1700 mmⅥrx8000 mmI+

硝ふっ酸回収設備は次に示す設備より構成されている｡

(1)廃酸および回収酸貯留設備

(2)前処理設備

(3)拡散透析槽

前処理設備と拡散透析槽は,共通架台上にコンパクーに

まとめられ,屋内に設置されている｡廃酸および回収酸貯

留設備は,防液堤内屋外設置となっている｡

4. 2. 1廃酸および回収酸貯留設備

廃酸貯槽は,廃酸の貯留および放置冷却の目的と共に,

廃酸中に含まれる酸化スケールによる懸濁物質(SS)を

沈降分離するため,三槽切替方式を採用した｡前処理設備

の多岳ヒフィルタ-のSS負荷を少なくし,多段フィルター

洗浄回数を極力少なくするため,廃酸槽は受入･沈静･移

送の3工程に各槽が個別に対応できるよう自動化されてい

るo
一方,拡散透析槽により回収された回収硝ふっ酸は,

酸洗設備の補給酸として再利用するために回収酸貯槽に貯

留される｡いずれの槽も耐酸ライニングをした防液境内に

設置され,酸移送ラインの配管類は,温度変化,耐震,耐

食などを配慮した設計となっている｡

4. 2. 2 前処理設備(写真1)

三槽切替方式の廃酸貯槽により,大部分のS Sは除去さ

れるが,廃酸中に重責留する微量のS Sは拡散透析槽の陰イ
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第4園 拡散透析槽マスバランス

Fig. 4 MaterialbalarlCe Of Diffusion dialysis cell stack

オン交換膜面に付着して,拡散透析装置の能力低下を引

き起こす恐れがある｡これを防止するために,二段階のフ

ィルターを設けて微細SSを除去した｡一段目のフィルタ

ーは,三種類のプラスチックラ戸材を交互に積層したS
S粗

取り用多段フィルターで, SSを10 mg/e以下にする｡

二段目のチェックフイ)I,クーは目開き1iLのカート1)ッジ

フイルターで, SSを1mg/e以下にまで炉過すること

ができる｡

廃酸は貯槽で放冷されるが,高温の場合は約40 oC 以

下に冷却するため,チューブラ式耐酸熱交換器がチェック

フィルターの手前に設置されている.熱交換器を通過した

冷却水は,加温が必要な拡散透析槽供給水として利用し熱

回収を行う.拡散透析槽に供給する工水は,水タンク内で

電熱ヒーターにより約40 oC に加温し,目開き5FLのカ

ートl)ッジフイルターで炉過した後,拡散透析槽に送られ

る｡工水を加温する理由は,高温の方が透析係数が上昇

し,酸回収効率がよくなること,および水中の空気溶解度

が低下し,透析槽内での空気の滞留が少なくなるためであ

る｡

4. 2. 3 拡散透析槽(写真2)

拡散透析槽に用いられる陰イオン交換膜は,硝酸やふっ

酸などの強酸化性の酸に耐久性のある,スチレン･ジビ.ニ
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写真 2 拡散透析槽

Photo. 2 Diffusion dialysis cell stack

ルベンゼン･ビニルビリジン系の厚さ 0.15-0.20 mmの

膜からできている｡拡散透析槽には陰イオン交換膜とスペ

-サ用ガスケットを交互に積層した0.5 m2×240枚の陰

イオン交換膜を組込んだスタックが3個並らベられ,両サ

イドより手動油圧プレスで締付けられている｡廃酸および

水の入口となるガスケットは,額縁状の耐硝ふっ酸用合成

ゴムシ-Tlでできており,内部にはスペースを保持し,膜

面に液が均等に接触できるように,プラスチック網が組込

まれている｡透析槽内のき夜洗速は非常に遅いため,透析中

に気泡が槽内に滞留する可能性がある｡気泡が滞留すると

液の分配が乱れ,透析性能の低下原因となる｡この防止策

として,供給水の昇温と共に,透析槽の水入口側にエア抜

きポンプを設置し,間欠的に透析槽内の気泡を吸いあげて

排除する方法が用いられている｡

前処理された廃酸は,ダイヤプラム式定量ポンプで一定

量拡散透析槽の下部から供給され,一方前処理された供給

水は,同じく定量ポンプで一定量拡散透析槽の上部より供

給される｡拡散透析槽の下部より出た回収酸は,中継タン

クにいったん受けられた後,ポンプで回収酸貯槽に移送さ

れ再利用される｡一方拡散透析槽の上部より排出された透

析廃液は,いったん中継タンクに受けられた後,ポンプで

当社納入の排水処理設備に移送され処理される｡透析廃子夜

には,多量の金属塩と少量の未回収遊離酸が含まれるが,

遊離酸の約80 %が回収されるので,その分に相当する中

和剤使用量とスラッジ量が減少できる｡また回収酸分の窒

素およぴふっ素量が排水負荷より低減されることになる｡

4. 3 拡散透析槽の性能影響項白

硝ふっ酸の回収における,拡散透析槽の設備条件として

次のような項目が処理性能に影響を与える｡2)

(1)廃酸の単位膜面積あたりの処理流量

(2)廃酸と供給水の比率

(3)硝ふっ酸濃度

(4)廃酸中の鉄‡貴度

(5)温度条件

4. 3. 1廃酸の単位膜面積あたりの処理流量

硝ふっ酸廃寺夜の単位膜面積あたりの処理流量を大きくす

ると,液と陰イオン交換膜との接触時間が短くなるため,

酸回収率,金属移動率とも低くなる｡酸回収率を高くする

ためには,単位膜面積当りの処理流量を少なくすればよい

が,必要膜面積が多く必要になる｡これらを総合して,
-

第1表 石肖ふっ酸回収設備運転結果

Table 1 Operating
result of recovery plant of HNO3･HF

∇aste acids

waste acid : Recove,y acid :
Recovery ratio

%

Flow rate e/屯i 378 360
1

Free acid N ; 2.21 1.89 82

Free-HNO3 N

Free
-HF

N

Fe3＋ g/e
Ni2'

g/e
Cr3＋ g/e

Mn2＋ g/e

1. 04 1. 33 122

1. 17 0. 56 : 46
1

･ :Removo31ratio

20. 84 2. 22 1 90
1

2. 43 0. 34
■

87

2. 60 0.21 92

o. 23
1

o. o2 92

般的には硝ふっ酸の単位膜面積当りの処理流量は, 0.8′-

1.2 e/h･m2が経済的な値となっている.

4. 3. 2 廃酸と供給水の比率

硝ふっ酸廃液処理量に対し,供給水の流量を増加させる

と,酸回収率は上昇するが,回収酸の酸洩度は低下する｡

しかし,回収酸を再利用する際には,補給酸量忙容量上の

制限があるため,回収酸の酸凍度を高くする必要がある｡

このため一般的には,廃酸と供給水の流量比率を0.9′-

1. 0の範囲で拡散透析槽を運転している｡

4. 3. 3 硝ふっ酸凍度

ふっ酸と鉄溝度を一定とした場合,硝酸摸度が高い程,

全遊離酸(H＋)回収率と,遊離ふっ酸回収率の両方ともが

上昇する傾向にある｡この傾向を利用して,高価なふっ酸

の回収率を上げるため,透析槽の前に硝酸を添加する方法

が実施されている報告もある｡3)しかし,本設備では設備

の複雑化を避けるため実施していない｡一方,硝酸と鉄濃

度を一定とした場合,ふっ酸洩度が高い程,ふっ酸回収率

は上昇するが, H'回収率は減少する債向(こあるo

4. 3. 4 廃酸中の鉄i箕度

鉄凍度が増加すると,ふっ酸の回収率は大きく低下し,

硝酸の回収率は増加する｡これは,鉄濃度が高くなると,

次の反応式に示すようにふっ化鉄錯イオンを生成する右側

への反応が進行して,遊離のふっ酸が減少するものと考え

られている｡4)この反応で発生したB＋は硝酸イオンと共

に移動して硝酸として回収される｡このため,ふっ酸の回

収率の低下につながり,逆に硝酸の回収率の増加になると

考えられる｡

Fe3十＋HF ごFeF2＋＋Ⅲ＋

FeF2＋＋HFごFeF2＋＋H＋

FeF2'＋HFごFeF3＋H'

4. 3. 5 温度条件

一般に温度が上昇すると,透析係数が上昇するので,膜

の耐熱性能の範囲内で,できるだけ高温側で透析する方が

透析効率は良くなる｡計画条件仕様で35 oCと15 oCで

はB＋回収率で,約9 %程度の差が生じる｡

4. 4 運転結果

硝ふっ酸回収設備の運転結果の一部を第1表に示す｡拡
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第2表 ふっ硝酸回収メリット
Table 2 Savi喝merit of HNO3･HF waste acids

Running cost ixlO3

yen/y巨
Remarks

Operating cost

Mムintenance cost

Total (1)

Saving merit

HNO8 recovery

HF recovery

Neutrali2:ing chemical

Sludge disposal

Total (2)

a)st
saving

1 192 ;Electricity 署15/kwb

≡;……lwater
¥20/-8

Ca(Oil)2

10800 165 %fINO8 ¥50ルg
l'o汀mer

1

11000 !55 %Ⅰ∬ ¥180ルg

;6940:

,i
glaud'e?,;s'a21¥1.0..,t.A

¥ 20/kg

≡:-:-ぎ N
aC10

L

3SO

Pickling ll･aSteWater

1 st p甘corltrOl

2 lid 1)rl colltrOl

C()agtllati()n

Sedimentati on

2 lld ()Ⅹidation

NeしItralizati()Il

Wastell,ater
COntainingNO…-

1 st oxidation

Thic■kening

Dehvdra ti()ll

Bopper storage

NaCIO
E2SO4

(

●

散透析法で回収可能な遊離酸(H')の回収率として, 80 %

以上を示し,全酸としても約54 %の回1扶率となった｡廃

酸中の硝酸の約70 %が回収され,またFe,Ni,Crなどの

金属イオンの除去率も約90 %と良好な値となっている.

遊離硝酸の回上収量が,廃酸量以上となっているのは,廃酸

中の鉄濃度が高いことによるものと思われる｡拡散透析VL_

おいて,硝酸とふっ酸の拡散係数は,硝酸がふっ酸の5倍

以上の値を持つため,硝ふっ酸液中の硝酸が優先的に回収

酸側へ透過する｡そのため硝ふっ酸字夜中の硝酸濃度が減少

し,次式に示すようなふっ化鉄錯イオンを生成しやすくな

る｡

Fe(NOB)3 ＋HF - FeF(NOB)2＋HNO3

ふっ化鉄錯イオンが発生すると,遊離ふっ酸が減少し,

遊離H＋が硝酸として回収されるため,遊離硝酸の量が多

くなるo一般にこの現象は,鉄携度が高くなるに従って大

きくなる｡

4. 5 硝ふっ改廃液の回収メリット

第2表に廃酸処理量200 m3/月の計画基準ベースでの

硝ふっ酸回収メリット計算結果を示す｡ランニングコスト

2920(千円/午)に対し,回収メリッT.は26340(千円/年)

あり,年間23420 (千円)の合理化となるo 更に廃酸中の

溶解金属渡度により差があるが,上記の合理化以外に廃酸

の回収により公共水域への排出窒素負荷を,約65′-85 %

程度低減することができる｡

5.酸洗排水処理設備

5. 1設備仕様

A社の既設および新設の酸洗設備よりの排水をこの設備

で処理して放流する｡主仕様を次に示すと共に,概略処理

フローを第5図に示す｡

1)計画基準

処理水量 水洗水

魔硫酸

透析廃液

排ガス洗浄排水

苛性ソーダ排液

稼動時間 24 也/d 連続

45 m3/h

0.85 m3/h

0.38 m3/也

0.66 m3/也

0.91
m3/h

Effl uellt Dewatered cat(e

第5園 酸洗排水処理設備処理プロセスフロ-

Fig1 5 Process flow diagram of pickling wastewater treatment plarlt

2)主要設備仕様

原水槽

廃硫酸貯槽

沈殿槽

スラッジ模範槽

脱水機

ケr-キホッパー

薬注設備

鉄筋コンク1)-ト参堂

地下槽耐酸仕上

FRP製地下槽内

設置

鉄筋コンクリート製

弛上槽

鉄筋コンクリー†築

弛上槽

自動フィ)I,メ-プ

レス

鋼製手軽垂式

消石灰,尭硫酸,

123 m8

50 m3

8m□×1槽

4m□×1槽

1 m□×50窒

6m3× 2窒

凝集助剤,次亜塩素酸ソーダ

5. 2 設備概要

酸洗排水処理設備は,次に示す設備より構成されている｡

(1)排水貯留設備

(2)酸化･凝集沈殿処理設備

(3)スラッジ脱水処理設備

(4)自動薬品調整･注入設備

5. 2. 1排水貯留設備

酸沈設備より,水洗水,廃硫酸,廃苛性ソーダ,排ガス

洗浄排水が,また酸回収設備より透析廃寺夜がポンプで移送

されてくる｡一方,既設酸洗設備からの水洗水,廃硫酸が

自然流下してくるため,各受槽は地下槽とした｡廃硫酸は

高温(Max. 80oC)でバッチ排出されるので,槽内温度の

急激な変化による耐酸ライニングのクラック発生の危険が

あるために, FRPタンクを用いて地下に設置とした｡酸

系排水の移送配管は,すべて耐食性のよい無可塑硬質塩化

ビニール管の外周をFRPで補強した配管を用い,また安

全のためむこ地下ピット配管方式を採用した.

5. 2. 2 酸化･凝集沈殿処理設備

この設備は,次の3工程より構成されている｡
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第6国 排ガス洗浄排水の酸化特性

Fgi. 6 0Ⅹidation properties of exhaust gas washer

wastewater

1)排ガス洗浄排水などに含まれ, COD源となるNO2‾

の次亜塩素酸ソーダによる酸化処理工程｡

2)水洗水,廃硫酸,透析廃液などに含まれる,
Fe, Cr,

Niなどの金属イオンおよびFを除去するためのpH調

整･凝集沈殿処理｡

3)沈殿処理水の残留NO2‾の酸化および後中和処理工

程｡

硝ふっ酸の酸沈設備には,排ガス中のミス†やNOxを

除去するための排ガス洗浄装置が設置される｡この排ガス

洗浄装置の循環液は,一部ブローされるが,この中にCO

D源とな声多量のNO2‾が含まれているoこの排液は･酸
化剤である次亜塩素酸ソーダをORP制御により,酸化処

理を行う｡排ガス洗浄排水の酸化処理におけるORP値の

変化の様子を,第6図に示す｡酸化に必要な次亜塩素酸ソ

ーダの当量点付近で, ORP値の大きな変化が見られ, 0

RP計による制御が可能となるo

5. 2. 3 スラッジ脱水および薬注設備

沈殿槽で沈降分離された,水酸化鉄,ふっ化カルシウム

を主体とするスラッジは,スラッジ濃縮槽で譲縮される｡

濃縮スラッジは,建家2階に設置されたダイヤフラム圧搾

形自動フイ/レタープレスにより,低含水率の脱水ケーキに

脱水される｡脱水ケーキは直下に設置されたホッパーに貯

留した後,工場外に搬出される｡薬品としては,消石灰,

凝集助剤,硫酸,次亜塩素酸ソーダが使用された｡各薬品

の溶解および供給はすべて自動省力化されている○

第3表 酸洗排水処理設備運転結果

Table 3 0perating
result of pickling wastewater treatment plant

＼
Ir)iluer)t

① 1 ④ l ④ ④ ‾‾‾t
EffltleI】t

Flow rate

m3ルl___i5_
PH

SS mg/ど

COD mg/e

F mg/ど

T･Fe mg/ど

N i mg/e

T
･Cr mg/ど

2.

10

10.

33.

71.

9.

18.

_ー1･_4L
i

tI2SO4 1
1

65ig'el

25 600

4 050

0. 40

HNO3

36.6 g/e

28 100

15 800

<o.5』 -L

12 1 6.6

3Hl50ミ喜-I.蔓93420i -
i <0.13

3480与3280l- l<o･13
①: Rir)se wastewater ④: D.D waste acid

④ : H2SO4 Waste aCid ④ : Exhaust gas washer wastewater

5. 3 運転結果

第3表に酸洗排水処理設備の運転結果を示す｡排ガス洗

浄排水は, pH約9,
ORP 500 mVで次亜塩素酸ソ-ダに

ょり酸化された｡水洗水,廃硫酸,透析廃液および酸化さ

れた排ガス洗浄排水は,消石灰でpH約9-9.5に調整して

凝集沈殿処理した｡処理水は良好であり,脱水処理も給泥

スラ.)
-潰度は約8

%で,脱水ケーキ含水率は51-54wt%

の低含水率であった｡

む す び

硝ふっ酸を使用する各産業分野では,硝ふっ酸の回収お

よびクロ-ズド化が,省資源および排水の窒素排出低減の

ために,大きな問題として取り上げられようとしている｡

本稿では,当社が納入した,拡散透析法による硝ふっ酸回

収設備および酸洗排水処理設備の概要を述べた｡当社で

は,バイポーラ膜を使用することにより,硝ふっ酸をさら

に高効率で回収することができるAQUATECH
System

の他に,水洗水の回収による完全クローズド化や排水処理

の総合システムの提供が可能である.今後とも高度化する

ユーザ各位のニーズに対応したシステムの研究開発を更に

図っていく所存である｡
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